


































































抜き取りを反映する「酸素離脱効率」を示すこと， %r¥IRS fal は運動中の筋肉血液から抽出可能な酸素量
を反映する「最大酸素交換率」を示す指標であることを示した。また.NIRS slopeおよび%.¥llRSfal は
下肢筋肉の有般素能力を反映することより，筋肉面からみた運動耐容能の指標として臨床的に有用になり
得る可能性を示唆した。第IV章では.低酸素吸入下の運動時では.NT2が早期に11現するが， :.JIHS slope 
には影響しなかったことを実証した。一方， I高酸系吸入下ではNlRS slope. NT2ともに変化がみられなかっ
たことより，局所活動筋の酸素の抜き取り効率は，酸素濃度による影響を受けないが. I¥'T2は低酸素の影
響を受けることを明らかにした。第V辛ー では，運動により:..JT2の非1¥現群では， 出現群に比べて大腿部周
凶径やLBN[の値が高{直を示し，活動筋の筋肉!騒が多いことを示した。また.:-JT2の非出現群では.運動時
における般素摂取効半が良いこと，またVT時の負荷量や運動終了時の心拍数予備能も高値をぷす傾向があ
ることから.NT2は，筋内代謝の状態を評価する指標になり得る可能性を提唱した。第羽章では有酸素ト
シーニングによりNT2の遅延や，新たにNT2が出現するようになったことから， トレーニングによるNT2
の出現および遅延は，筋組成の変化，末梢毛細血管の発達，筋肉の般化酵素電の変化などの筋内代謝に対
するトレーニング効果を反映している可能性を不唆したっ
以上より，本論文はランプ負荷運動中の筋内酸素動態の解析より考案したl¥JRSsJope は制人の持つ筋肉
の特性を表す指標として，またド'1'2は活動筋内での椴菜交換率の限界を示す指標として，筋内代謝の評価
に利用できることを不した。:..JlRSによる指標は運動中の筋肉内での酸素利用系の動態を，簡便に，連続的
にかっ鋭敏に捕らえることができ，筋内代謝からトレーニング効果やイえ活動による筋機能低下などの判定
にも利用でき.臨床的にも実用料が期待で‘きる。よって本論文では，運動生理学に新たな筋内代謝の評価
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